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四
　
分
離
の
不
当
性

『
分
離
の
災
い
』
へ
の
反
論
は
、
出
版
直
後
か
ら
あ
い
つ
い
で
公
刊
さ
れ
る
。
ジ
ョ
ン
・
オ
ウ
エ
ン
、
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
・
オ
ル
ソ
ッ
プ
、

ジ
ョ
ン
・
ハ
ウ
等
の
非
国
教
徒
の
他
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
バ
ク
ス
タ
ー
の
よ
う
な
必
ず
し
も
国
教
会
制
度
を
否
定
し
な
い
者
ま
で
、『
分
離

の
災
い
』
を
問
題
視
し
た
。
彼
ら
が
問
題
と
し
た
こ
と
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
と
は
何
か
、
使
徒
の
言
う
「
同
一
準
則
」
と
は
何
か
な

ど
、
説
教
と
そ
の
公
刊
と
い
う
形
で
は
も
と
よ
り
議
論
を
尽
く
せ
な
い
も
の
ば
か
り
だ
っ
た

（
27
）

。『
分
離
の
災
い
』
自
体
に
も
、
国
教
会
制

に
お
け
る
教
会
と
世
俗
統
治
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
両
者
の
関
係
等
、
議
論
の
不
十
分
な
点
も
目
立
つ
。
そ
の
た
め
、
反
論
へ
の
応
答

と
説
教
内
容
の
拡
充
と
し
て
、
ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
は
一
六
八
一
年
に
『
分
離
の
不
当
性
』
を
出
版
し
た
。

『
分
離
の
不
当
性
』
の
主
張
の
骨
子
自
体
は
、「
教
会
の
平
和
と
連
帯
」
の
た
め
に
分
離
を
止
め
、
国
教
会
と
し
て
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

エ
ド
ワ
ー
ド
・
ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
の
教
会
論
（
下
）

―
―
意
見
表
明
の
自
由
と
芸
術
の
自
由
の
競
合
を
素
材
と
し
て
―
―山

　
田
　
園
　
子

一
　
は
じ
め
に

二
　
研
究
史
上
の
ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト

三
　
分
離
の
災
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
　
三
二
巻
三
号
）

四
　
分
離
の
不
当
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
　
本
号
）

五
　
お
わ
り
に
　
―
ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
が
残
し
た
も
の
―
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教
会
に
全
国
民
が
集
う
べ
き
だ
と
す
る
点
で
、『
分
離
の
災
い
』
と
変
わ
ら
な
い
。
以
下
で
は
、『
分
離
の
不
当
性
』
で
拡
充
さ
れ
た
複
数

の
論
点
に
集
中
し
て
議
論
す
る
。
そ
の
際
、
ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
と
反
論
者
の
議
論
を
逐
一
比
較
す
る
の
で
は
な
く
、
本
稿
冒
頭
で

指
摘
し
た
、
復
古
体
制
危
機
が
ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
ら
に
つ
き
つ
け
た
課
題
を
念
頭
に
お
い
て
検
討
す
る
。『
分
離
の
不
当
性
』
で

拡
充
さ
れ
た
論
点
は
、
第
一
に
、
教
皇
主
義
の
問
題
点
と
対
策
、
第
二
に
、
主
教
制
に
立
つ
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
、
第
三
に
、
世
俗
統
治

者
と
教
会
と
の
関
係
、
第
四
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
性
の
四
つ
で
あ
る
。

（一）

教
皇
主
義
に
つ
い
て

教
皇
主
義
者
と
し
て
彼
が
名
指
し
す
る
の
は
「
ジ
ェ
ズ
イ
ッ
ト
」
で
あ
る
。
ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

の
拡
大
に
対
抗
し
て
極
東
に
ま
で
宣
教
活
動
を
展
開
す
る
彼
ら
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
宗
教
改
革
以
降
、
教
皇
主
義
を
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
へ

再
導
入
し
よ
う
と
さ
ま
ざ
ま
な
手
口
を
用
い
て
き
た

（
28
）

。
と
く
に
王
政
復
古
後
の
手
口
と
し
て
彼
が
注
目
、
恐
怖
し
た
の
が
、「
繊
細
な
良

心
」
の
主
張
、「
信
仰
許
容
」（an

Indulgence
）、
さ
ら
に
「
普
遍
的
寛
容
」（a

G
eneral

T
oleration

）
に
よ
っ
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会

体
制
を
崩
壊
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。「
ジ
ェ
ズ
イ
ッ
ト
」
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
か
ら
人
々
を
分
離
さ
せ
、
分
離
非
国
教
徒
の
絶
え
間
の

な
い
争
い
に
人
々
が
疲
弊
し
て
、
教
皇
権
力
下
で
連
帯
を
求
め
る
こ
と
を
ね
ら
っ
た
。
そ
の
証
拠
と
し
て
、
一
六
七
二
年
の
信
仰
許
容
宣

言
後
に
分
離
会
衆
や
そ
の
師
が
激
増
し
た
こ
と
、
お
よ
び
一
六
七
〇
年
代
半
ば
に
教
皇
主
義
の
寛
容
を
支
持
す
る
文
書
が
出
版
さ
れ
た
こ

と
を
、
ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
は
指
摘
す
る

（
29
）

。

し
か
し
、
教
皇
主
義
者
の
悪
と
し
て
彼
が
実
際
に
憂
慮
す
る
も
の
は
、
彼
ら
自
体
の
何
か
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
国
内
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
系
非
国
教
徒
の
分
離
で
あ
り
、
そ
れ
が
教
皇
主
義
者
を
利
す
る
と
恐
れ
て
い
た
。
こ
の
対
策
と
し
て
彼
が
主
張
す
る
の
は
、「
主
教

に
当
然
の
服
従
を
明
ら
か
に
し
た
教
区
教
会
に
お
け
る
規
律
の
執
行
」
を
土
台
と
す
る
教
会
体
制
の
確
立
だ
っ
た
。「
教
会
の
平
和
を
守

る
義
務
は
、
そ
の
平
和
の
た
め
に
正
当
な
全
政
治
体
制
に
及
び
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
世
俗
の
平
和
へ
の
義
務
を
欠
く
こ
と
に
な
る
。」
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教
会
擁
護
が
政
治
的
義
務
と
な
る
国
教
会
制
が
考
え
ら
れ
、
そ
れ
を
否
定
す
る
者
は
「
国
家
体
制
の
力
と
団
結
」
を
考
慮
し
な
い
者
だ
っ

た
（
30
）

。だ
が
、
彼
は
強
硬
な
統
一
策
を
支
持
し
た
の
で
は
な
い
。
分
離
非
国
教
徒
に
無
制
約
の
寛
容
は
認
め
な
か
っ
た
が
、『
分
離
の
不
当
性
』

は
国
教
会
の
包
容
と
限
定
的
な
寛
容
に
つ
い
て
語
る
。
非
国
教
徒
の
分
離
の
原
因
と
さ
れ
る
跪
座
聖
餐
や
洗
礼
時
十
字
等
に
つ
い
て
、
そ

う
し
た
儀
式
に
抵
抗
を
感
じ
な
い
非
国
教
徒
も
い
れ
ば
、
国
教
会
と
は
異
な
る
判
断
や
執
行
状
況
も
す
で
に
存
在
す
る
と
彼
は
認
識
し
て

い
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
教
会
は
時
代
が
下
る
に
つ
れ
儀
式
を
減
少
す
る
傾
向
に
あ
り
、
し
か
も
洗
礼
十
字
等
は
人
間
相
互
間
で
の
確
認
用

の
印
で
あ
っ
て
、
神
の
恩
恵
を
媒
介
す
る
礼
拝
の
本
質
部
分
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
儀
式
に
お
け
る
国
教
会
と
の
相
違
を
、
彼
は
耐
忍
す

る
の
み
な
ら
ず
十
字
等
は
免
除
し
て
も
よ
い
と
さ
え
考
え
る
。
だ
が
、
そ
れ
を
理
由
に
人
々
が
国
教
会
か
ら
分
離
す
る
こ
と
は
、
彼
は
許

さ
な
か
っ
た

（
31
）

。

分
離
す
る
人
々
に
た
い
し
て
、
彼
は
ま
ず
包
容
策
つ
ま
り
国
教
会
側
の
譲
歩
に
よ
る
彼
ら
の
取
り
込
み
を
言
う
。
バ
ク
ス
タ
ー
の
反
論

を
意
識
し
て
、「
宗
教
、
統
治
、
礼
拝
の
事
項
に
お
い
て
王
や
法
や
教
会
法
へ
の
い
ち
い
ち
の
不
服
従
を
分
離
の
罪
と
し
て
私
は
非
難
す

る
の
で
は
な
い
」
と
再
反
論
す
る
ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
は
、「
わ
れ
わ
れ
の
教
会
の
国
家
体
制
と
宗
教
改
革
の
栄
誉
に
合
致
し
う
る

よ
う
な
非
国
教
徒
に
は
、
何
ら
か
の
真
率
な
好
意
を
示
す
用
意
が
あ
る
」
と
し
て
、
儀
式
の
免
除
も
教
区
移
動
も
認
め
る
。「
わ
れ
わ
れ

と
の
十
全
な
コ
ミ
ュ
ニ
オ
ン
を
享
受
す
る
自
由
の
妨
害
を
除
去
す
る
こ
と
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
英
知
の
一
部
で
あ
り
、
か
つ
わ
れ
わ
れ

の
教
会
に
お
け
る
へ
り
く
だ
り
の
行
為
と
な
ろ
う
」。
こ
の
「
へ
り
く
だ
り
」
の
例
が
十
字
等
の
免
除
で
あ
り
、
さ
ら
に
教
区
教
会
の
牧

師
や
儀
式
に
不
満
が
あ
れ
ば
、
他
の
満
足
で
き
る
教
区
で
コ
ミ
ュ
ニ
オ
ン
に
加
わ
れ
ば
よ
い
と
し
た

（
32
）

。

加
え
て
、
無
制
約
の
寛
容
を
許
さ
な
い
と
は
い
え
、
以
下
の
八
つ
の
条
件
や
制
約
を
受
け
入
れ
る
場
合
に
限
っ
て
、
彼
は
分
離
非
国
教

徒
に
寛
容
を
認
め
る
。
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第
一
に
、「
わ
れ
わ
れ
の
教
会
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
オ
ン
」
を
不
当
だ
と
言
明
し
な
い
。

第
二
に
、
反
教
皇
主
義
宣
誓
を
行
な
い
、
か
つ
信
仰
の
三
六
箇
条
に
同
意
す
る
。

第
三
に
、
参
加
す
る
会
衆
と
自
分
の
名
前
を
、
そ
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
委
員
の
前
で
言
明
す
る
。

第
四
に
、「
わ
れ
わ
れ
の
教
会
」
を
非
難
し
な
い
。

第
五
に
、
教
区
教
会
に
法
的
課
金
を
払
い
、
か
つ
公
職
に
従
事
し
な
い
。

第
六
に
、
日
曜
日
に
教
区
教
会
を
欠
席
し
た
際
に
は
十
二
ペ
ン
ス
の
罰
金
を
支
払
う
。

第
七
に
、
法
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
主
教
が
分
離
会
衆
の
査
察
を
行
い
、
礼
拝
等
の
規
律
を
説
明
す
る
。
会
衆
の
メ
ン
バ
ー
は
自
分
の

素
性
や
住
所
を
査
察
者
に
知
ら
せ
る
。

第
八
に
、
会
衆
の
メ
ン
バ
ー
は
弟
子
を
と
っ
た
り
、
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
の
子
弟
に
「
大
学
教
育
」
を
授
け
な
い

（
33
）

。

こ
の
包
容
・
寛
容
策
は
、
国
教
会
か
ら
の
分
離
を
望
む
人
々
に
と
っ
て
は
、
と
う
て
い
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
。

「
へ
り
く
だ
り
」
と
は
言
え
、
そ
れ
は
一
部
の
儀
式
の
相
違
や
免
除
を
認
め
る
に
過
ぎ
ず
、
国
教
会
の
コ
ミ
ュ
ニ
オ
ン
の
条
件
を
大
幅
に

緩
め
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
彼
の
言
う
寛
容
は
、
分
離
会
衆
を
主
教
の
監
督
下
に
置
き
、
分
離
す
る
者
に
課
金
・
罰
金
を
要
求
す

る
上
、
公
職
従
事
や
教
育
に
大
き
な
制
約
を
課
し
た
。
彼
が
主
張
す
る
包
容
・
寛
容
策
が
き
わ
め
て
限
定
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
は
、

正
当
な
教
会
体
制
と
し
て
、
あ
く
ま
で
主
教
制
に
立
つ
国
教
会
と
し
て
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
が
彼
の
念
頭
に
あ
り
、
そ
こ
か
ら
の
分
離

は
、
教
会
と
国
家
の
両
方
の
解
体
に
至
る
と
恐
れ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

（二）

主
教
制
国
教
会

教
会
そ
し
て
国
家
の
「
平
和
と
連
帯
」
の
確
保
の
た
め
に
、
主
教
が
統
括
す
る
主
教
区
主
教
制
（D

iocesan
E

piscopacy

）
に
立
つ
国

教
会
制
を
主
張
す
る
こ
と
自
体
は
『
分
離
の
災
い
』
段
階
か
ら
変
わ
ら
な
い
が
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
が
主
教
制
国
教
会
で
な
け
れ
ば
な
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ら
な
い
根
拠
に
つ
い
て
、『
分
離
の
不
当
性
』
は
議
論
を
新
た
に
展
開
す
る
。
こ
の
議
論
は
、「
主
教
区
主
教
制
は
不
当
」
で
あ
り
、「
わ

れ
わ
れ
の
国
教
会
に
は
根
拠
が
な
い
」
と
い
う
、
バ
ク
ス
タ
ー
等
の
反
論
へ
の
再
反
論
と
な
る

（
34
）

。

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
が
主
教
制
国
教
会
で
あ
る
こ
と
の
理
由
や
正
当
性
に
つ
い
て
、
ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
の
再
反
論
の
要
点
は
以

下
の
二
つ
に
あ
る
。

第
一
に
、
主
教
区
主
教
制
は
原
始
教
会
以
来
の
も
の
で
あ
り
、
教
会
統
治
に
お
い
て
主
教
は
使
徒
の
継
承
者
で
あ
る
。

第
二
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
教
会
に
は
、「
拡
散
的
」（diffusive

）
な
も
の
と
「
代
表
的
」（representative

）
な
も
の
が
あ
り
、「
普
遍

的
（U

niversal

）
同
意
が
普
遍
的
（C

atholick

）
教
会
を
作
る
よ
う
に
、
国
家
的
（N

ational

）
同
意
が
あ
れ
ば
国
教
会
を
作
る
に
充
分
で

あ
る

（
35
）

」。
再
反
論
の
第
一
点
の
検
討
に
入
る
前
に
、
い
く
つ
か
の
用
語
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
論
争
当
時
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会

の
地
域
行
政
単
位
は
、
ヨ
ー
ク
と
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
の
二
つ
の
大
主
教
区
（province

）
か
ら
成
り
、
さ
ら
に
ヨ
ー
ク
大
主
教
区
が
四
、
カ

ン
タ
ベ
リ
ー
大
主
教
区
が
二
二
の
主
教
区
（diocese
）
に
分
割
さ
れ
る
。
主
教
区
は
一
人
の
主
教
の
管
轄
下
に
置
か
れ
、
各
主
教
区
の
下

に
教
区
（parish

）
教
会
が
複
数
存
在
し
た

（
36
）

。

diocese

は
ギ
リ
シ
ア
語
の
行
政
を
意
味
す
る
デ
ィ
オ
イ
ケ
シ
ス
（

）
を
語
源
と
す
る
。
布
教
開
始
間
も
な
い
頃
は
、
キ
リ

ス
ト
教
は
主
に
都
市
宗
教
だ
っ
た
た
め
、diocese

は
主
要
な
都
市
に
限
ら
れ
て
い
た
。
布
教
の
進
展
に
つ
れ
て
、
都
市
部
で
な
い
地
方
に

もdiocese

の
管
轄
が
及
ぶ
よ
う
に
な
る
。
四
世
紀
末
に
は
ア
フ
リ
カ
教
会
に
お
い
て
、
一
主
教
が
複
数
の
下
位
集
団parish

を
統
括
す

る
意
味
で
、diocese

の
語
が
定
着
す
る
よ
う
に
な
る
。
キ
リ
ス
ト
教
が
広
ま
り
出
し
た
当
初
は
、
キ
リ
ス
ト
者
の
地
域
集
団
に
は
エ
ク
レ

シ
ア
と
い
う
語
が
当
て
ら
れ
た
が
、
四
世
紀
末
に
は
パ
ロ
イ
キ
ア
が
当
て
ら
れ
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
パ
ロ
イ
キ
ア
と
デ
ィ
オ
イ
ケ

シ
ス
の
語
が
互
換
的
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
で
は
パ
ロ
イ
キ
ア
の
語
がparish

と
し
て
、
主
教
に
服
す
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る
教
会
の
基
礎
単
位
と
な
る
地
域
信
徒
集
団
を
指
す
よ
う
に
な
る

（
37
）

。

右
の
説
明
は
Ｆ
・
Ｌ
・
ク
ロ
ス
編
集
の
事
典
に
よ
る
が
、
ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
も
ほ
ぼ
同
様
の
理
解
を
も
つ
。
彼
は
主
教
区
主
教

制
の
正
当
性
を
言
い
、
そ
の
部
分
を
な
す
教
区
教
会
に
加
わ
れ
、
と
反
論
者
に
求
め
た
。
主
教
区
主
教
制
の
徹
底
を
言
う
彼
の
根
拠
は
三

つ
あ
る
。

第
一
に
、
主
教
区
主
教
制
は
新
種
の
制
度
で
は
な
い
。

第
二
に
、
主
教
区
主
教
制
の
実
質
は
原
始
教
会
に
お
け
る
も
の
と
同
じ
で
、
キ
リ
ス
ト
が
立
て
た
い
か
な
る
制
度
と
も
矛
盾
せ
ず
、
主

教
職
は
使
徒
職
を
継
承
す
る
。

第
三
に
、
主
教
区
主
教
制
下
に
お
い
て
教
区
教
会
に
は
権
限
上
の
制
約
が
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
教
区
教
会
の
存
在
を
毀
損
す
る
も
の

で
は
な
い

（
38
）

。

ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
一
人
の
主
教
が
主
教
区
に
い
て
、
そ
の
管
轄
下
の
教
区
教
会
を
治
め
る
の
は
古
来
の
制
度
で
あ

り
、
古
代
の
実
践
例
は
ア
フ
リ
カ
教
会
に
あ
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
布
教
当
初
の
状
況
は
「
一
都
市
一
主
教
」
で
あ
り
、
一
主
教
の
管
轄
下

に
あ
る
都
市
つ
ま
り
主
教
区
に
は
、
複
数
の
会
衆
（C

ongregations

）
と
祭
壇
、
お
よ
び
遠
隔
地
が
付
随
し
た
。
ア
フ
リ
カ
教
会
と
し
て
、

聖
キ
プ
リ
ア
ヌ
ス
の
カ
ル
タ
ゴ
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
ヒ
ッ
ポ
、
ア
タ
ナ
シ
ウ
ス
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
教
会
が
例
に
な
る
。
彼
ら

は
そ
れ
ぞ
れ
の
都
市
で
主
教
と
な
り
、
彼
ら
の
主
教
区
は
そ
の
都
市
内
の
各
地
に
お
い
て
、
信
徒
が
集
い
祭
壇
を
も
つ
教
会
・
会
衆
を
複

数
か
か
え
、
当
該
都
市
か
ら
離
れ
た
遠
隔
地
の
村
々
の
教
会
も
当
該
主
教
区
に
属
す
る
も
の
と
な
る
。
そ
れ
ら
の
教
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が

主
教
を
立
て
て
自
治
を
行
な
う
の
で
は
な
く
、
主
教
の
統
治
下
、
各
教
会
に
任
じ
ら
れ
た
長
老
や
牧
師
が
、
主
教
と
直
接
コ
ミ
ュ
ニ
オ
ン

で
き
な
い
人
々
に
対
応
す
る
。
ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
は
さ
ら
に
シ
リ
ア
の
キ
ュ
ロ
ス
に
故
事
を
求
め
、
主
教
テ
オ
ド
レ
ト
ス
の
下
、

キ
ュ
ロ
ス
に
は
八
百
の
教
会
（P

arishes

）
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
教
会
は
都
市
部
に
と
ど
ま
ら
ず
村
々
に
も
存
在
す
る
と
指
摘
し
た
。
主
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教
権
力
は
広
範
囲
の
地
域
に
お
け
る
多
く
の
「
真
の
教
区
教
会
（true

Parochial
C

hurches

）」
に
及
ぶ
と
さ
れ
、
一
人
の
主
教
を
頂
点
に

す
え
る
中
央
集
権
的
な
主
教
区
主
教
制
が
強
調
さ
れ
る

（
39
）

。

こ
う
し
た
中
央
集
権
的
な
主
教
区
主
教
制
を
、
ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
は
原
始
教
会
以
来
の
も
の
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
が
立
て
た
制

度
と
矛
盾
せ
ず
、
主
教
の
権
限
は
「
使
徒
職
の
も
つ
統
治
と
い
う
通
常
の
職
務
」
の
継
承
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書

二
八
章
二
〇
節
の
「
あ
な
た
が
た
に
命
じ
て
お
い
た
こ
と
を
す
べ
て
守
る
よ
う
に
教
え
な
さ
い
。
わ
た
し
は
世
の
終
わ
り
ま
で
、
い
つ
も

あ
な
た
が
た
と
共
に
い
る
」
を
念
頭
に
置
き
、
統
治
と
い
う
使
徒
職
が
変
更
、
停
止
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
と
し
て
、
ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ

ー
ト
は
次
の
よ
う
に
言
う
。「
使
徒
に
続
く
時
代
に
お
い
て
、
こ
ぞ
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
会
の
合
意
と
さ
れ
た
も
の
、
つ
ま
り
教
会
の
保
護

と
統
治
を
使
徒
が
継
承
者
に
委
ね
た
こ
と
は
、
教
会
に
お
い
て
非
常
な
重
要
性
を
も
ち
、
か
つ
困
難
が
あ
れ
ば
そ
れ
を
の
り
こ
え
る
も
の

と
な
る

（
40
）

。」

彼
に
よ
れ
ば
、
使
徒
の
職
務
は
「
統
治
、
叙
任
お
よ
び
譴
責
」
だ
っ
た
。
使
徒
が
教
会
を
直
接
統
治
し
た
時
代
に
は
、
主
教
と
長
老

（Presbyter

）
の
区
別
は
厳
格
で
は
な
く
、
両
者
と
も
教
会
指
導
者
と
さ
れ
た
が
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
「
主
教
」
が
使
徒
職
を
継
承
す
る

よ
う
に
な
る
。「
わ
れ
わ
れ
の
教
会
」
に
お
け
る
そ
の
職
務
の
具
体
的
な
内
容
と
し
て
、
ホ
イ
ッ
ト
ギ
フ
ト
大
主
教
の
見
解
を
引
用
し
つ

つ
、「
教
会
統
治
、
教
会
査
察
、
牧
師
の
改
善
、
牧
師
へ
の
指
令
」
を
挙
げ
る

（
41
）

。

ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
強
力
な
権
限
を
も
つ
中
央
集
権
的
な
主
教
制
は
教
区
教
会
の
存
在
を
毀
損
す
る
も
の

で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
主
張
の
背
景
に
は
バ
ク
ス
タ
ー
の
反
論
が
あ
る
。
ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
は
説
教
に
お
い
て
「
教
会
概
念
は
主

教
区
の
概
念
と
同
一
で
あ
り
、
ま
た
主
教
の
監
督
下
に
あ
る
多
数
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
こ
と
で
も
あ
る
」
と
語
っ
て
い
た
。
こ
れ
を
バ
ク

ス
タ
ー
は
、
教
区
教
会
を
真
の
教
会
と
認
め
ず
（unchurch

）、
そ
の
権
限
を
剥
奪
す
る
議
論
だ
と
と
ら
え
、
国
教
会
制
で
あ
ろ
う
と
も
、

教
区
教
会
の
権
限
や
特
権
は
毀
損
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
主
張
し
た
。
彼
に
と
っ
て
教
区
教
会
は
、
牧
師
や
長
老
が
教
区
民
と
実
際
に
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接
し
て
「
個
人
的
、
対
面
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
オ
ン
」
を
行
な
う
教
会
本
来
の
権
限
を
有
し
、
そ
の
機
能
を
果
た
す
場
所
だ
っ
た
。
家
が
集
合

し
て
村
や
町
と
な
っ
て
も
各
家
は
存
続
す
る
よ
う
に
、
教
区
教
会
が
集
合
し
て
主
教
区
を
形
成
し
て
も
、
各
教
区
教
会
は
そ
の
組
織
や
運

営
を
維
持
し
、
教
会
た
る
こ
と
を
止
め
る
も
の
で
は
な
か
っ
た

（
42
）

。

自
律
的
な
教
区
教
会
の
「
対
等
な
連
合
」
に
よ
っ
て
国
教
会
が
成
立
す
る
と
い
う
の
が
バ
ク
ス
タ
ー
の
考
え
で
あ
る
の
に
対
し
、
ス
テ

ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
は
主
教
制
あ
っ
て
こ
そ
の
教
区
教
会
と
い
う
見
地
に
立
つ
。
実
際
に
信
徒
に
接
し
、
彼
ら
の
魂
に
配
慮
す
る
の
は
牧

師
や
長
老
だ
が
、
牧
師
や
長
老
に
す
べ
て
の
権
限
が
、
ま
た
教
会
統
治
上
最
高
の
権
限
が
付
与
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
洗

礼
、
聖
餐
、
堅
信
、
破
門
等
の
際
に
、
信
徒
の
資
質
や
そ
れ
ら
の
措
置
の
執
行
可
否
を
判
断
す
る
の
は
教
区
牧
師
だ
が
、
そ
う
し
た
判
断

と
そ
れ
に
続
く
措
置
に
つ
い
て
は
主
教
に
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
に
よ
れ
ば
、
そ
の
こ
と
は
教
区
教
会
を
毀
損
す
る
も
の
で
は

な
く
、
牧
師
や
長
老
に
十
全
な
権
限
を
委
譲
せ
ず
、
彼
ら
が
主
教
の
統
治
や
規
律
に
従
う
こ
と
が
、
使
徒
以
来
の
教
会
統
治
の
あ
り
方
だ

と
主
張
す
る

（
43
）

。

ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
に
よ
る
再
反
論
の
第
二
点
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
教
会
に
は
、「
拡
散
的
」（diffusive

）
な
も
の
と
「
代
表

的
」（representative

）
な
も
の
が
あ
り
、
国
家
的
同
意
が
国
教
会
を
作
る
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
こ
れ
も
バ
ク
ス
タ
ー
の
反
論
を
意
識
し

た
議
論
で
あ
る
。
ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
を
主
教
制
に
立
つ
国
教
会
と
し
て
考
え
た
が
、
主
教
制
と
国
教
会
制

の
結
び
つ
き
に
つ
い
て
、
バ
ク
ス
タ
ー
は
次
の
問
題
を
提
起
し
た
。「
国
教
会
の
組
織
統
治
部
分
（the

constitutive
R

egent
part

of
a

N
ationalC

hurch

）
は
何
か
。
王
か
聖
職
の
長
か

（
44
）

。」

こ
の
問
題
は
国
教
会
制
に
お
け
る
世
俗
統
治
者
と
教
会
と
の
関
係
を
問
う
も
の
で
あ
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー

ト
の
認
識
に
つ
い
て
は
、
次
項
（三）
で
議
論
す
る
。
こ
こ
で
は
、
国
教
会
成
立
の
根
拠
に
か
ん
す
る
彼
の
理
解
を
検
討
す
る
。

結
論
と
し
て
、
ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
は
教
会
に
お
け
る
「
組
織
統
治
部
分
」、
す
な
わ
ち
「
国
教
会
に
必
須
な
も
の
と
し
て
の
教
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会
の
公
式
的
頭
」
の
必
要
性
を
否
定
し
、
国
教
会
を
成
立
さ
せ
る
も
の
は
国
家
的
同
意
だ
と
主
張
し
た
。
こ
の
結
論
へ
至
る
ま
で
に
、
彼

は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
教
会
を
「
拡
散
的
」
か
つ
「
代
表
的
」
な
も
の
と
し
て
説
明
す
る
。

拡
散
的
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
教
会
は
「
こ
の
国
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
全
体
で
あ
り
、
牧
師
と
人
民
か
ら
成
り
立
ち
、
こ
の
王
国
の
法

に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
信
仰
、
統
治
、
お
よ
び
礼
拝
で
一
致
し
て
い
る
も
の
」
で
あ
る
。「
同
意
に
も
と
づ
く
一
致
」
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

に
お
け
る
諸
教
会
を
「
一
教
会
」
に
し
、
か
つ
そ
れ
が
「
一
国
教
会
」
と
な
る
の
は
、
法
律
と
同
様
「
議
会
に
お
け
る
全
国
民
の
共
通
の

同
意
に
よ
っ
て
、
そ
の
よ
う
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
か
ら
」
で
あ
る
。
こ
う
し
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
教
会
は
教
皇
主
義
者
や
非
国
教
徒
か
ら

は
容
易
に
区
別
さ
れ
る
も
の
と
な
る
。

他
方
、
代
表
的
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
教
会
は
「
こ
の
教
会
の
主
教
と
長
老
で
あ
り
、
王
国
の
法
に
従
っ
て
会
合
し
、
宗
教
事
項
に
つ
い
て

協
議
、
助
言
を
行
な
う
」。
具
体
的
に
は
、
二
つ
の
大
主
教
区
の
合
議
体
に
よ
る
同
意
が
、
代
表
的
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
教
会
と
さ
れ
る

（
45
）

。

こ
の
一
種
ス
コ
ラ
的
な
国
教
会
分
類
は
、
教
会
の
「
公
式
的
頭
」、「
組
織
統
治
部
分
」
を
特
定
し
な
い
と
い
う
ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー

ト
の
ね
ら
い
か
ら
来
る
。
拡
散
的
に
せ
よ
代
表
的
に
せ
よ
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
教
会
成
立
の
根
拠
は
、「
王
か
聖
職
の
長
」
の
ど
ち
ら
で

も
な
く
、
国
家
的
同
意
や
王
国
の
法
に
従
う
こ
と
に
求
め
ら
れ
た
。
そ
の
国
家
的
同
意
に
つ
い
て
、
彼
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

「
王
の
令
状
に
よ
っ
て
招
集
さ
れ
る
大
主
教
、
主
教
お
よ
び
長
老
が
、
宗
教
事
項
に
お
け
る
彼
ら
の
判
断
を
考
え
か
つ
明
ら
か
に
す
る
。

そ
れ
は
王
お
よ
び
王
国
の
三
身
分
に
よ
り
受
け
入
れ
ら
れ
、
許
可
さ
れ
、
法
と
し
て
制
定
さ
れ
る
。
い
か
な
る
法
に
も
求
め
ら
れ
る
の
と

同
様
の
国
家
的
同
意
が
そ
こ
に
は
存
す
る
。
全
主
教
、
聖
職
者
お
よ
び
人
民
が
一
体
と
な
っ
て
、
か
く
制
定
さ
れ
た
信
仰
を
表
明
し
、
か

く
指
定
さ
れ
た
準
則
に
従
っ
て
神
を
礼
拝
す
る
。
そ
の
こ
と
が
こ
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
教
会
を
成
立
さ
せ
る

（
46
）

。」

ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
は
国
教
会
の
「
組
織
統
治
部
分
」
を
特
定
せ
ず
、
国
教
会
存
立
の
根
拠
を
王
、
議
会
、
教
会
会
議
に
よ
る

「
国
家
的
同
意
」
に
求
め
る
。
教
会
の
「
組
織
統
治
部
分
」
を
特
定
す
る
こ
と
で
彼
が
恐
れ
た
こ
と
は
、
そ
れ
が
教
皇
の
存
在
と
教
皇
独
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裁
下
で
の
普
遍
性
（C

atholick

）
の
主
張
に
利
を
与
え
か
ね
な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
バ
ク
ス
タ
ー
の
よ
う
に
普
遍
的
教
会
（the

U
niversal

C
hurch

）
の
頭
を
キ
リ
ス
ト
自
身
だ
と
強
調
し
て
も
、
各
個
教
会
か
ら
成
立
す
る
可
視
的
な
教
会
に
た
い
し
て
「
可
視
的
な
組

織
統
治
部
分
」
を
具
体
的
に
設
定
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
何
ら
か
の
独
裁
を
引
き
寄
せ
る
危
険
性
が
あ
る
。
ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
に

よ
れ
ば
、
普
遍
的
（C

atholick

）
教
会
を
作
る
の
は
普
遍
的
（U

niversal

）
同
意
で
あ
る
よ
う
に
、
国
家
的
（N

ational

）
同
意
に
よ
っ
て

国
教
会
は
成
立
し
、
国
教
会
に
お
け
る
王
や
主
教
の
独
裁
的
権
威
は
認
め
ら
れ
な
い
。「
国
家
的
同
意
」
を
強
調
す
る
彼
の
議
論
は
、
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
国
教
会
へ
の
教
皇
関
与
の
危
険
性
を
封
じ
、
さ
ら
に
教
会
の
普
遍
・
カ
ト
リ
ッ
ク
（C

atholick

）
性
を
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会

に
引
き
寄
せ
る
も
の
だ
っ
た
。

彼
に
と
っ
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
は
、
教
皇
が
独
裁
的
に
自
己
の
普
遍
性
を
主
張
す
る
以
前
の
教
会
の
姿
を
保
持
し
て
い
た
。
実
際
、

説
教
で
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
の
洗
礼
に
よ
っ
て
、
人
は
「
普
遍
的
な
可
視
的
教
会
」（the

C
atholick

visible
C

hurch

）
の
一
員
と
な

る
と
さ
れ
、
さ
ら
に
『
分
離
の
不
当
性
』
は
次
の
よ
う
に
言
う
。「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
全
会
衆
が
こ
の
一
つ
の
教
会
を
ど
う
や
っ
て
形
成

す
る
の
か
、
と
い
う
疑
問
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
同
意
に
も
と
づ
く
結
合
に
よ
っ
て
、
つ
ま
り
各
個
教
会
の
す
べ
て
が
一
つ
の
普
遍
的

（C
atholick

）
教
会
を
形
成
す
る
よ
う
に
、
と
私
は
言
お
う
。」
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
は
彼
に
と
っ
て
、「
国
家
的
同
意
」
に
よ
っ
て
成
り

立
つ
普
遍
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
だ
っ
た

（
47
）

。

（三）

世
俗
統
治
者
と
教
会
と
の
関
係

国
教
会
の
「
公
式
的
頭
」、「
組
織
統
治
部
分
」
に
か
ん
す
る
議
論
は
、
当
然
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
内
部
で
の
政
教
関
係
の
問
題
に
か
か
わ

る
。
こ
こ
で
、『
分
離
の
不
当
性
』
で
拡
充
さ
れ
た
論
点
の
一
つ
、
世
俗
統
治
者
と
教
会
と
の
関
係
を
検
討
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、

ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
は
チ
ャ
ー
ル
ズ
一
世
の
発
言
を
引
用
し
て
、
原
始
教
会
と
「
わ
れ
わ
れ
の
教
会
」
と
の
相
違
を
強
調
す
る
。

「
主
教
管
轄
権
の
行
使
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
時
代
に
お
け
る
教
会
の
多
様
な
状
況
に
応
じ
て
、
変
化
が
あ
る
。
従
っ
て
、
コ
ン
ス
タ
ン
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テ
ィ
ヌ
ス
帝
時
代
以
前
の
原
始
時
代
に
主
教
に
よ
っ
て
行
使
さ
れ
た
ほ
ど
の
大
き
な
管
轄
権
を
、
キ
リ
ス
ト
教
君
主
の
下
に
あ
る
主
教
が

自
分
達
に
主
教
職
と
し
て
属
す
と
申
し
立
て
る
と
は
陛
下
は
考
え
て
い
な
い
。
こ
の
違
い
の
理
由
は
明
ら
か
で
あ
る
。
当
時
は
異
教
徒
の

君
主
の
下
に
あ
っ
て
、
教
会
は
そ
れ
自
体
が
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
と
は
区
別
さ
れ
た
別
個
の
団
体
だ
っ
た
の
で
、
そ
れ
自
体
の
準
則
と
支
配

者
に
よ
っ
て
統
治
さ
れ
て
い
た
。
従
っ
て
当
時
の
主
教
は
、
人
の
身
柄
や
財
産
に
何
ら
外
的
な
強
制
権
を
も
た
な
か
っ
た
も
の
の
、
教
会

員
に
な
っ
た
ど
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
も
、
自
分
自
身
の
自
発
的
な
行
為
に
よ
っ
て
実
際
に
主
教
の
統
治
下
に
身
を
置
く
限
り
、
主
教
は
霊
的

な
事
項
に
お
い
て
非
常
に
大
き
な
管
轄
権
を
行
使
し
た
。
…
だ
が
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
君
主
の
下
に
あ
る
教
会
は
コ
モ
ン
ウ
ェ
ウ
ル
ス
と
合

体
し
は
じ
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
必
然
的
に
、
世
俗
権
と
教
会
権
の
合
体
が
生
じ
た
。
主
教
管
轄
権
は
（
そ
の
外
的
な
行
使
に
お
い
て
）
至

高
の
世
俗
権
力
に
従
属
し
、
そ
れ
に
制
約
さ
れ
、
そ
の
こ
と
は
こ
の
王
国
の
主
教
に
よ
っ
て
そ
う
認
め
ら
れ
て
き
た
し
、
今
日
で
も
同
様

で
あ
る

（
48
）

。」

キ
リ
ス
ト
教
徒
君
主
を
い
た
だ
く
国
に
お
い
て
は
、
主
教
権
は
あ
く
ま
で
君
主
に
属
し
君
主
の
制
約
を
受
け
る
と
い
う
チ
ャ
ー
ル
ズ
一

世
の
発
言
に
、
ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
は
賛
同
す
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
は
統
治
者
の
受
容
、
権
威
と
保
護
に
よ
っ
て
公
的
に
支
え

ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
統
治
者
で
あ
る
王
に
反
し
て
、
王
を
無
視
し
て
教
会
規
律
の
変
更
や
改
革
は
許
さ
れ
な
い
。
さ
ら

に
、
主
教
任
命
権
や
聖
職
禄
授
与
権
は
王
の
大
権
事
項
だ
と
い
う
認
識
が
ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
に
は
あ
り
、
そ
の
点
で
、
聖
職
者
や

主
教
の
決
定
に
は
王
以
前
に
「
人
民
」
の
同
意
が
必
要
だ
と
す
る
バ
ク
ス
タ
ー
や
オ
ウ
エ
ン
と
対
立
す
る

（
49
）

。

だ
が
、
王
が
主
教
を
任
命
し
、
主
教
権
の
外
的
行
使
が
国
王
に
従
属
す
る
と
し
て
も
、
教
会
に
お
け
る
聖
職
者
の
職
務
と
世
俗
統
治
者

の
職
務
と
は
明
確
に
異
な
る
と
ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
は
言
う
。

「
キ
リ
ス
ト
教
会
の
本
質
的
な
部
分
と
し
て
君
主
を
言
う
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
世
の
中
に
い
る
と
し
た
ら
、
バ
ク
ス
タ
ー
氏
に
反
論
さ
せ

よ
う
。
私
は
そ
う
い
う
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
は
断
じ
て
な
い
。
と
い
う
の
も
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
君
主
が
登
場
す
る
以
前
に
か
つ
て
キ
リ
ス
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ト
教
会
は
存
在
し
、
現
在
で
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
君
主
の
下
に
キ
リ
ス
ト
教
会
が
存
在
し
、
将
来
キ
リ
ス
ト
教
徒
君
主
が
一
人
も
い
な
く
な

っ
て
も
、
そ
う
し
た
教
会
が
あ
る
だ
ろ
う
と
私
は
確
信
す
る
か
ら
で
あ
る
。
鍵
の
権
力
は
世
俗
統
治
者
の
職
務
と
は
別
物
で
あ
る
と
私
は

信
じ
る

（
50
）

。」

「
鍵
の
権
力
」
の
語
は
、
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
十
六
章
十
九
節
「
わ
た
し
は
あ
な
た
に
天
の
国
の
鍵
を
授
け
る
。
あ
な
た
が
地
上
で

つ
な
ぐ
こ
と
は
、
天
上
で
も
つ
な
が
れ
る
。
あ
な
た
が
地
上
で
解
く
こ
と
は
、
天
上
で
も
解
か
れ
る
」
を
念
頭
に
置
く
も
の
で
あ
り
、
人

間
の
魂
の
救
済
に
か
か
わ
る
教
会
の
職
務
を
象
徴
す
る
。
ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
に
お
い
て
、
世
俗
統
治
者
と
教
会
聖
職
者
の
職
務
上

の
差
異
は
一
応
認
識
さ
れ
て
い
る
。「
鍵
の
権
力
」
を
世
俗
統
治
者
が
も
つ
こ
と
は
な
く
、
教
会
の
判
断
に
反
す
る
者
に
は
主
教
の
判
断

に
よ
る
措
置
が
下
さ
れ
る

（
51
）

。

こ
の
両
者
の
職
務
の
区
別
は
、
し
か
し
、
世
俗
統
治
者
に
よ
る
教
会
統
治
へ
の
関
与
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。
主
教
権
が
国
王
に
従

属
す
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
も
そ
も
国
教
会
が
王
、
議
会
、
教
会
会
議
の
同
意
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
以
上
、
世
俗
統
治
者
の
存
在
は
教
会
に

と
っ
て
不
可
欠
で
あ
る
。
国
教
会
存
立
に
お
け
る
同
意
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
す
で
に
『
分
離
の
災
い
』
も
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
た
。

「
教
会
を
形
成
す
る
の
は
相
互
の
同
意
と
一
致
だ
と
し
よ
う
。
な
ら
ば
、
…
同
一
の
統
治
や
規
律
の
下
で
一
致
し
て
集
ま
っ
た
国
家
的
団

体
が
…
な
ぜ
真
に
か
つ
当
然
に
教
会
と
な
ら
な
い
の
か
。」
し
か
し
、
同
意
の
主
体
と
な
る
王
、
議
会
、
教
会
会
議
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

や
権
限
関
係
、
同
意
に
至
る
過
程
、
さ
ら
に
国
教
会
を
形
成
す
る
さ
い
の
同
意
の
具
体
的
内
容
や
経
緯
に
つ
い
て
は
、『
分
離
の
不
当
性
』

も
明
確
に
し
な
い
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
オ
ル
ソ
ッ
プ
は
『
強
制
の
災
い
』
で
、「
同
一
の
統
治
や
規
律
の
下
で
一
致
し
て
集
ま
っ
た
国

家
的
団
体
」
が
教
会
に
な
る
な
ら
ば
、「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
議
会
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
で
は
な
い
の
か
」
と
い
う
疑
問
を
提
起
し
た

（
52
）

。

こ
の
疑
問
に
ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
は
、
国
教
会
を
形
成
す
る
「
共
通
の
絆
ま
た
は
準
則
」
は
単
な
る
人
間
の
準
則
で
は
な
く
、

「
神
の
準
則
す
な
わ
ち
聖
書
」
に
依
拠
す
る
と
答
え
る
。
彼
に
と
っ
て
、
単
な
る
議
会
や
議
会
制
定
法
は
教
会
成
立
要
件
に
な
ら
な
い
。
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だ
が
、
神
の
準
則
・
聖
書
に
依
拠
し
た
「
共
通
の
絆
ま
た
は
準
則
」
に
人
々
を
信
従
さ
せ
る
上
で
、
世
俗
統
治
者
の
権
力
が
求
め
ら
れ
、

信
従
し
な
い
者
へ
の
処
罰
は
世
俗
統
治
者
の
義
務
と
な
る
。「
わ
れ
わ
れ
の
教
会
は
教
会
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
る
あ
れ
ら
の
準
則
へ
の
信

従
を
、
神
の
言
葉
に
合
致
す
る
も
の
と
し
て
求
め
る
。
さ
ら
に
、
…
教
会
員
全
体
に
よ
る
彼
ら
自
身
の
教
会
統
治
の
秩
序
へ
の
信
従
も
求

め
、
か
つ
そ
う
し
た
秩
序
に
世
俗
の
権
限
を
付
加
し
て
、
秩
序
の
破
壊
者
や
妨
害
者
に
統
治
者
が
世
俗
罰
を
科
す
る

（
53
）

。」

教
会
の
「
公
式
的
頭
」
を
意
図
的
に
語
ら
な
い
ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
の
議
論
に
は
、
教
会
統
治
権
の
所
在
や
世
俗
統
治
者
と
教
会

と
の
関
係
に
つ
い
て
曖
昧
か
つ
不
明
な
点
が
残
る
。
そ
れ
で
も
、
以
上
の
議
論
を
も
と
に
、
こ
の
点
に
か
か
わ
る
彼
の
見
解
を
五
点
に
整

理
し
て
お
き
た
い
。

第
一
に
、
人
間
の
魂
の
救
済
に
つ
い
て
は
、
世
俗
統
治
者
は
何
の
権
限
も
も
た
な
い
。

第
二
に
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
君
主
を
い
た
だ
く
国
に
お
い
て
、
国
家
は
教
会
と
合
体
し
、
一
国
家
一
教
会
が
教
会
の
真
の
あ
り
様
で
あ

る
。第

三
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
教
会
は
王
、
議
会
、
教
会
会
議
の
同
意
に
も
と
づ
く
一
致
に
よ
り
成
立
す
る
。
そ
の
「
共
通
の
絆
」
は
聖

書
で
あ
る
。

第
四
に
、
王
に
主
教
任
命
権
等
が
あ
り
、
主
教
権
の
外
的
行
使
は
王
に
属
す
る
。

第
五
に
、
教
会
秩
序
の
維
持
や
教
会
へ
の
信
従
に
さ
い
し
て
、
世
俗
統
治
者
に
は
世
俗
的
処
罰
権
が
認
め
ら
れ
る
。

ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
に
お
い
て
、
原
始
教
会
を
継
承
す
る
普
遍
性
を
も
つ
教
会
体
制
と
し
て
主
教
制
国
教
会
が
断
固
主
張
さ
れ
る
。

こ
の
主
教
制
国
教
会
は
王
、
議
会
、
教
会
会
議
の
同
意
に
も
と
づ
く
一
致
に
よ
り
成
立
し
、
世
俗
統
治
者
で
あ
る
王
が
主
教
任
命
権
を
有

し
て
、
主
教
権
を
管
轄
下
に
置
き
、
教
会
統
治
に
お
い
て
世
俗
的
処
罰
権
を
行
使
す
る
。
だ
が
、
王
は
同
意
を
構
成
す
る
一
員
で
あ
っ
て
、

教
会
の
「
公
式
的
頭
」
と
し
て
絶
対
権
を
ふ
る
う
の
で
は
な
い
。「
鍵
の
権
力
」
を
握
る
の
は
あ
く
ま
で
主
教
で
あ
り
、
世
俗
的
処
罰
権
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は
教
会
の
秩
序
や
平
和
維
持
の
た
め
に
法
に
従
っ
て
執
行
さ
れ
る
。
教
会
を
誰
が
作
る
の
か
、
教
会
権
力
を
誰
が
担
う
の
か
、
国
教
会
の

「
組
織
統
治
部
分
」
を
ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
は
特
定
せ
ず
、
塚
田
理
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
教
会
は
「
い
わ
ば
立
憲
的
会
議
制
」
に

基
づ
く
も
の
と
な
る
。「
王
か
聖
職
の
長
か
」
と
い
う
二
者
択
一
に
よ
る
独
裁
を
排
し
、
世
俗
統
治
者
と
教
会
が
一
体
と
な
っ
て
協
力
関

係
を
保
つ
と
い
う
考
え
方
は
、
ヘ
ン
リ
ー
八
世
に
よ
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
宗
教
改
革
以
来
の
伝
統
で
あ
り
、
ま
た
教
会
統
治
論
上
の
一
種
の

「
中
道
」
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い

（
54
）

。

（四）

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
性

国
教
会
の
「
組
織
統
治
部
分
」、「
公
式
的
頭
」
を
特
定
せ
ず
、「
立
憲
的
会
議
制
」
的
な
主
教
制
国
教
会
を
主
張
す
る
こ
と
は
、
先
に

見
た
よ
う
に
、
教
皇
に
よ
る
教
会
の
「
普
遍
的
支
配
」（universal

D
om

inion

）
を
、
国
家
と
教
会
が
一
体
と
な
る
こ
と
で
排
除
す
る
と

い
う
ね
ら
い
が
あ
っ
た
。
ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
を
教
皇
主
義
に
対
峙
す
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
と
確
信
す

る
が
、
彼
が
念
頭
に
お
く
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
性
と
は
主
教
制
国
教
会
を
確
立
、
維
持
す
る
こ
と
で
あ
り
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
性
と
ナ
シ
ョ

ナ
リ
テ
ィ
が
合
体
し
て
い
る
。
こ
の
点
で
彼
の
議
論
は
、
次
の
三
点
に
整
理
で
き
る
。

第
一
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
と
し
て
、
古
来
教
会
で
守
ら
れ
て
き
た
無
垢
の
儀
式
や
実
践
を
継
承
す
る
。

そ
れ
は
、
教
皇
主
義
の
迷
信
や
教
義
上
の
大
き
な
誤
り
、
教
皇
専
制
に
よ
る
良
心
の
抑
圧
、
そ
し
て
天
使
、
偶
像
、
聖
人
崇
拝
と
は
無
縁

で
あ
る
。
逆
に
言
え
ば
、
そ
う
し
た
教
皇
主
義
が
抱
え
る
問
題
以
外
の
こ
と
で
、
教
会
か
ら
分
離
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
オ
ン
を
絶
つ
べ
き
で
は

な
い

（
55
）

。
第
二
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
は
原
始
教
会
以
来
の
使
徒
継
承
に
よ
る
主
教
制
を
と
る
。
主
教
制
教
会
か
ら
の
分
離
は
わ
れ
わ
れ
の
間

で
の
不
一
致
を
意
味
し
、
分
離
す
る
者
へ
の
無
制
約
の
寛
容
は
教
皇
主
義
を
利
し
て
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宗
教
を
妨
害
す
る
こ
と
に
な
る
。

主
教
制
教
会
を
強
化
す
る
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
の
国
家
体
制
（our

N
ational

Settlem
ent

）
に
合
致
し
、
こ
う
し
た
国
家
体
制
の
力
と
団
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結
が
教
皇
主
義
を
締
め
出
す

（
56
）

。

第
三
に
、
主
教
制
国
教
会
か
ら
の
分
離
で
は
な
く
、
信
仰
、
統
治
、
礼
拝
の
共
通
の
絆
で
人
々
が
ま
と
ま
り
、
教
会
の
平
和
と
連
帯
を

維
持
す
る
こ
と
こ
そ
、「
真
の
宗
教
」
の
推
進
と
な
る

（
57
）

。

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
主
教
制
教
会
を
確
立
、
維
持
す
る
こ
と
で
、
ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
は
教
皇
主
義
、
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

に
よ
る
改
変
や
歪
曲
を
避
け
て
、
原
始
教
会
の
実
践
を
継
承
す
る
普
遍
的
（C

atholick

）
な
教
会
を
回
復
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
し
か

も
、
そ
れ
は
国
家
体
制
と
結
び
つ
い
た
国
教
会
制
を
と
り
、
そ
こ
に
人
々
が
結
集
す
る
こ
と
で
、「
真
の
宗
教
」
を
実
現
す
る
も
の
と
期

待
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
非
国
教
徒
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
（D

issenting
Protestants

）
と
い
う
語
を
彼
は
使
う
も
の
の
、
彼
の
認
識
に
お

い
て
正
確
に
は
、
国
教
会
か
ら
分
離
す
る
非
国
教
徒
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
で
は
な
か
っ
た
。
こ
う
い
う
語
を
使
用
す
る
の
は
、
儀
式
等
の

違
い
が
理
由
で
つ
ま
ず
い
て
い
る
彼
ら
が
、
教
会
側
の
「
へ
り
く
だ
り
」
に
よ
っ
て
教
会
に
復
帰
す
る
と
い
う
期
待
が
、
ス
テ
ィ
リ
ン
グ

フ
リ
ー
ト
に
ま
だ
残
っ
て
い
る
か
ら
に
す
ぎ
な
い
。
だ
が
強
固
な
非
国
教
徒
は
、
主
教
制
国
教
会
を
反
キ
リ
ス
ト
的
で
あ
り
「
真
の
教
会
」

で
は
な
い
と
し
て
、
ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
と
真
向
か
ら
対
立
し
た

（
58
）

。

五
　
お
わ
り
に
　
―
―
ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
が
残
し
た
も
の
―
―

本
稿
は
、
復
古
体
制
危
機
に
向
け
て
提
起
さ
れ
た
教
会
論
の
一
つ
と
し
て
、
ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
の
『
分
離
の
災
い
』
と
『
分
離

の
不
当
性
』
を
検
討
し
た
。
以
下
で
は
、
ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
の
教
会
論
を
整
理
し
、
ロ
ッ
ク
等
と
の
今
後
の
論
争
に
お
い
て
課
題

と
な
る
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

一
六
八
〇
年
五
月
の
説
教
を
元
に
同
年
に
公
刊
さ
れ
た
『
分
離
の
災
い
』
で
は
、
教
皇
主
義
陰
謀
の
暴
露
や
排
斥
法
案
に
象
徴
さ
れ
る
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教
皇
主
義
へ
の
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
ま
で
の
恐
怖
の
存
在
を
背
景
に
し
て
、
彼
は
一
国
一
教
会
の
原
則
を
強
調
し
、
全
国
民
に
国
教
会
と
し
て

の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
へ
の
信
従
を
求
め
た
。
個
々
の
教
区
教
会
や
信
徒
に
お
け
る
礼
拝
様
式
等
の
差
異
を
彼
は
容
認
す
る
も
の
の
、
差

異
を
言
う
信
徒
も
教
区
教
会
か
ら
分
離
せ
ず
、
国
教
会
の
一
員
と
し
て
活
動
す
る
よ
う
要
請
す
る
。
非
国
教
徒
の
分
離
を
寛
容
し
て
し
ま

え
ば
、
そ
れ
は
「
ト
ロ
イ
ア
の
木
馬
」
の
よ
う
に
教
皇
主
義
を
導
入
し
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
と
国
家
の
解
体
に
至
る
と
彼
は
恐
れ
た
か

ら
で
あ
る
。

『
分
離
の
災
い
』
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
教
会
は
主
教
制
に
立
つ
「
普
遍
的
な
可
視
的
教
会
」
だ
と
主
張
し
た
。
教
会
は
礼
拝
集
会
の

場
の
み
な
ら
ず
、
儀
式
や
慣
習
に
一
定
の
準
則
を
付
与
し
て
守
ら
せ
る
統
治
機
関
で
あ
り
、
そ
う
し
た
教
会
概
念
こ
そ
使
徒
の
原
始
教
会

を
継
承
す
る
も
の
だ
っ
た
。
使
徒
は
た
ん
な
る
伝
道
者
で
は
な
く
教
会
統
治
者
で
あ
り
、
使
徒
の
統
治
職
を
継
承
す
る
の
が
主
教
で
あ
る
。

だ
が
、『
分
離
の
災
い
』
は
主
教
制
国
教
会
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
し
な
い
。
そ
の
た
め
、
議
論
の
拡
充
と
、
説
教
へ
の

反
論
の
再
反
論
と
し
て
、
一
六
八
一
年
に
『
分
離
の
不
当
性
』
を
公
刊
す
る
。
そ
こ
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
五
点
あ
る
。

第
一
に
、
教
皇
主
義
と
し
て
ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
が
恐
れ
た
の
は
、
教
皇
主
義
者
や
ジ
ェ
ズ
イ
ッ
ト
自
体
と
い
う
よ
り
も
、
国
内

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
非
国
教
徒
の
分
離
だ
っ
た
。
彼
ら
に
た
い
し
て
、
彼
は
包
容
・
寛
容
策
を
主
張
す
る
が
、
そ
れ
は
国
教
会
の
コ
ミ
ュ

ニ
オ
ン
条
件
を
大
幅
に
緩
め
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
寛
容
策
に
は
厳
し
い
条
件
や
制
約
が
付
さ
れ
た
。

第
二
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
教
会
制
と
し
て
主
教
区
主
教
制
を
主
張
す
る
。
主
教
制
は
原
始
教
会
以
来
の
制
度
で
あ
り
、
主
教
は
使
徒

職
を
継
承
す
る
者
と
み
な
さ
れ
る
。
一
人
の
主
教
が
自
己
の
主
教
区
に
あ
る
多
く
の
教
区
を
監
督
す
る
中
央
集
権
的
な
教
会
体
制
が
主
張

さ
れ
、
教
区
教
会
、
教
区
牧
師
や
長
老
の
自
律
は
認
め
ら
れ
な
い
。

第
三
に
、
国
教
会
の
「
組
織
統
治
部
分
」
や
「
公
式
的
頭
」
を
「
王
か
聖
職
の
長
」
の
い
ず
れ
に
も
特
定
し
な
い
。
国
教
会
の
存
立
根

拠
は
、
王
、
議
会
、
教
会
会
議
に
よ
る
同
意
に
も
と
づ
き
、
王
ま
た
は
主
教
の
絶
対
的
独
裁
的
権
威
を
認
め
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
存
立
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根
拠
と
し
て
は
曖
昧
に
見
え
る
が
、
国
家
構
成
員
全
体
が
結
集
す
る
こ
と
で
、
教
皇
権
威
に
よ
る
教
会
支
配
を
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
か
ら
一
掃

し
、
教
会
の
普
遍
・
カ
ト
リ
ッ
ク
性
を
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
に
引
き
寄
せ
る
こ
と
に
な
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
こ
そ
、
教
皇
の
存
在
以

前
か
ら
あ
る
原
始
教
会
の
姿
を
保
つ
本
来
の
普
遍
的
な
教
会
だ
っ
た
。

第
四
に
、
国
教
会
の
「
組
織
統
治
部
分
」
や
「
公
式
的
頭
」
が
特
定
さ
れ
な
い
の
と
同
様
に
、
主
教
制
国
教
会
に
お
け
る
世
俗
統
治
者

と
教
会
と
の
関
係
に
は
曖
昧
な
点
が
あ
る
。
主
教
制
国
教
会
は
王
、
議
会
、
教
会
会
議
の
同
意
に
も
と
づ
く
一
致
に
よ
り
成
立
し
、
世
俗

統
治
者
で
あ
る
王
が
主
教
任
命
権
を
も
ち
、
教
会
統
治
に
お
い
て
世
俗
的
処
罰
権
を
行
使
す
る
。
だ
が
、「
鍵
の
権
力
」
を
握
る
の
は
あ

く
ま
で
主
教
で
あ
り
、
教
会
の
秩
序
や
平
和
維
持
の
た
め
に
、
世
俗
的
処
罰
権
が
法
に
従
っ
て
執
行
さ
れ
る
。
国
教
会
の
「
組
織
統
治
部

分
」
や
「
公
式
的
頭
」
を
特
定
し
な
い
ま
ま
、
誰
の
独
裁
も
な
く
、
世
俗
統
治
者
と
教
会
が
一
体
と
な
っ
て
協
力
関
係
を
保
つ
教
会
体
制

が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

第
五
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
性
と
し
て
、
第
一
に
、
古
来
の
教
会
実
践
に
従
い
、
昔
か
ら
教
会
で
守
ら
れ
て
き

た
無
垢
の
儀
式
や
実
践
を
継
承
す
る
こ
と
、
第
二
に
、
原
始
教
会
以
来
の
使
徒
継
承
に
よ
る
主
教
制
を
と
る
こ
と
、
第
三
に
、
国
教
会
と

し
て
信
仰
、
統
治
、
礼
拝
の
共
通
の
絆
で
人
々
が
ま
と
ま
る
こ
と
、
が
ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
の
念
頭
に
あ
る
。

彼
の
教
会
論
は
ロ
ッ
ク
に
よ
っ
て
世
俗
権
力
と
教
会
権
力
の
混
交
と
し
て
非
難
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
国
家
構
成
員
全
体
が
信
仰
、

統
治
、
礼
拝
の
共
通
の
絆
で
団
結
し
な
け
れ
ば
、
教
皇
主
義
に
対
峙
で
き
な
い
と
い
う
危
機
意
識
が
彼
に
は
あ
っ
た
。
彼
は
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
国
教
会
へ
の
人
々
の
結
集
を
訴
え
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
が
主
教
制
国
教
会
と
し
て
存
在
す
る
根
拠
や
正
当
性
を
、
原
始
教
会
に
お
け

る
使
徒
の
統
治
と
主
教
に
よ
る
使
徒
職
の
継
承
、
ア
フ
リ
カ
教
会
に
さ
か
の
ぼ
る
主
教
制
の
歴
史
的
事
例
、
さ
ら
に
王
、
議
会
、
教
会
会

議
の
同
意
に
求
め
た
。
彼
に
と
っ
て
、
教
会
は
主
教
の
統
治
機
関
で
あ
り
、
主
教
制
国
教
会
と
し
て
し
か
存
在
し
え
ず
、
主
教
制
教
会
の

平
和
の
擁
護
は
世
俗
の
平
和
に
か
か
わ
る
政
治
的
義
務
で
も
あ
っ
た
。
彼
は
、
王
ま
た
は
主
教
に
よ
る
教
会
独
裁
と
共
に
個
々
の
教
区
教
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会
や
会
衆
の
自
律
も
排
し
、
国
家
と
教
会
が
合
体
し
た
挙
国
一
致
の
国
教
制
を
唱
え
る
。

彼
の
主
張
は
、
そ
の
ま
ま
そ
の
後
の
論
争
に
お
け
る
課
題
と
な
る
。
す
で
に
分
離
非
国
教
徒
が
存
在
し
活
動
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す

れ
ば
、
主
教
制
に
立
つ
一
国
一
教
会
を
強
調
す
る
彼
の
議
論
は
次
の
五
点
を
課
題
と
し
て
残
す
。

第
一
に
、
狭
隘
な
包
容
策
と
苛
酷
な
条
件
付
の
寛
容
策
は
、
す
で
に
分
離
を
表
明
す
る
非
国
教
徒
を
国
教
会
と
の
連
帯
へ
と
復
帰
さ
せ

ら
れ
る
か
。
分
離
非
国
教
徒
と
国
教
会
と
の
連
帯
を
ど
の
よ
う
に
確
保
で
き
る
の
か
。

第
二
に
、
教
会
の
本
質
は
、
儀
式
や
慣
習
に
一
定
の
準
則
を
付
与
し
て
守
ら
せ
る
、
主
教
の
統
治
機
関
と
い
う
こ
と
に
存
す
る
か
。
原

始
教
会
や
教
会
史
上
に
主
教
制
の
正
当
性
を
求
め
る
ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
の
理
解
は
果
た
し
て
正
確
な
も
の
か
。

第
三
に
、
一
国
一
教
会
の
正
当
性
は
ど
こ
に
求
め
ら
れ
る
か
。
一
国
に
お
い
て
他
の
教
会
以
上
に
儀
式
等
を
規
律
で
き
る
一
教
会
の
権

限
の
根
拠
、
さ
ら
に
国
教
会
の
構
成
員
で
な
け
れ
ば
人
を
国
家
構
成
員
に
し
な
い
、
そ
の
根
拠
は
何
か
。
ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
は
国

教
会
の
存
立
根
拠
を
王
、
議
会
、
教
会
会
議
に
よ
る
同
意
に
求
め
た
が
、
同
意
の
形
成
や
内
容
に
か
ん
す
る
詳
細
は
不
明
な
ま
ま
で
あ

る
。第

四
に
、
彼
の
議
論
に
従
え
ば
、
教
会
に
は
世
俗
と
教
会
の
二
種
の
統
治
者
が
協
力
し
て
存
在
す
る
。
だ
が
、
世
俗
統
治
者
と
教
会
統

治
者
の
権
限
の
根
拠
や
中
身
は
明
確
で
は
な
い
。
主
教
が
「
鍵
の
権
力
」
を
も
つ
と
さ
れ
て
い
る
が
、
国
教
会
へ
の
信
従
強
制
と
い
う
個

人
の
良
心
へ
の
介
入
を
世
俗
統
治
者
が
担
う
こ
と
に
な
る
。

第
五
に
、
一
国
一
教
会
で
、
か
つ
主
教
制
国
教
会
で
な
け
れ
ば
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
性
を
維
持
で
き
な
い
の
か
。
一
国
内
に
複
数
の
教
会

が
存
在
す
る
、
複
数
の
国
々
に
ま
た
が
っ
て
一
教
会
が
存
在
す
る
、
さ
ら
に
国
家
的
な
も
の
と
は
別
種
の
自
治
的
な
信
仰
組
織
が
国
内
に

存
在
す
る
こ
と
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
ど
の
よ
う
な
根
拠
で
排
除
で
き
る
の
か
。

ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
を
批
判
す
る
人
々
の
中
で
も
、
ま
た
国
教
会
聖
職
者
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
の
見
解
は
分
か
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れ
る
。
復
古
体
制
危
機
に
お
け
る
ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
の
危
機
意
識
に
満
ち
た
主
教
制
国
教
会
の
強
調
に
対
し
、
分
離
非
国
教
徒
が

自
己
の
存
在
を
擁
護
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
右
の
論
点
の
す
べ
て
に
応
答
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ロ
ッ
ク
は
分
離
非
国
教
徒
で
は
な
か
っ

た
が
、『
統
治
二
論
』
に
お
い
て
王
と
い
う
世
俗
統
治
者
の
権
限
や
そ
の
根
拠
に
つ
い
て
憲
政
的
議
論
を
展
開
す
る
と
同
時
に
、
主
教
制

に
よ
る
復
古
教
会
の
再
編
と
い
う
ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
の
議
論
に
自
ら
答
え
を
出
そ
う
と
す
る
。

（
本
稿
は
平
成
十
九
〜
二
〇
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。）

（
27
）
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rief

V
indication

of
the

N
on-conform

ists
from

the
C

harge
of

Schism
e,L

ondon,1680 ,pp.7 -8 ,16 ,23 -28 .V
incent

A
lsop

:
The

M
ischief

of
Im

positions,
L

ondon,1680 ,
pp.14 ,27 ,29 ,89 .

[John
H

ow
e

:]
A

n
A

nsw
er

to
D

r.
Stillingfleet's

M
ischief

of
Separation,

L
ondon,1680 ,

Second
E

dition,pp.26 ,27 .R
ichard

B
axter

:R
ichard

B
axters

A
nsw

er
to

D
r.E

dw
ard

Stillingfleet's
C

harge
ofSeparation,L

ondon,1680 ,pp.24 ,31 ,

37 .

（
28
）

ジ
ェ
ズ
イ
ッ
ト
は
イ
エ
ズ
ス
会
士
と
も
訳
さ
れ
る
。
一
五
八
〇
年
以
降
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
再
改
宗
の
た
め
に
、
多
く
の
宣
教
師
が
養
成
、
派
遣
さ
れ
、
捕

ら
え
ら
れ
て
殺
さ
れ
た
。
Ｊ
・
Ｒ
・
Ｈ
・
ム
ア
マ
ン
『
イ
ギ
リ
ス
教
会
史
』（
八
代
崇
、
中
村
茂
、
佐
藤
哲
典
訳
）
聖
公
会
出
版
、
一
九
九
一
年
、
二
六
六

―
二
六
七
ペ
ー
ジ
。

（
29
）

E
.Stillingfleet:The

U
nreasonableness

ofSeparation,L
ondon,1681 ,pp.º¡

,º¡º
-º
º
∞

,º
º
∞
™

,º
º
º

.

（
30
）

Ibid.,pp.xlvii,liv,xciii.

（
31
）

Ibid.,pp.lvi,lxxvi,lxxxii,lxxxv,347 -343 ,388 .

（
32
）

Ibid.,pp.lix,lxxxii-lxxxiii,145 ,148 .R
.B

axter
:op.cit.,p.47 .

（
33
）

Ibid.,
pp.

lxxxv-lxxxviii.

第
二
点
の
三
六
箇
条
と
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
の
三
九
信
仰
箇
条
の
う
ち
、
第
三
四
、
三
五
、
三
六
条
を
除
い
た
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
教
会
の
儀
式
制
定
権
、
公
定
説
教
の
表
題
、
主
教
や
聖
職
の
聖
別
に
か
か
わ
る
。
こ
の
三
条
の
除
外
は
、
一
六
八
九
年
の
い
わ
ゆ
る
「
寛

容
法
」
に
お
い
て
採
用
さ
れ
る
。

（
34
）

Ibid.,p.219 .
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（
35
）

Ibid.,pp.244 ,264 ,299 ,301 -302 .

こ
の
原
文
は

a
N

ationalC
onsentis

as
sufficientto

m
ake

a
N

ationalC
hurch,as

an
U

niversalC
onsentto

m
ake

a
C

atholick
C

hurch'

で
あ
る
。

（
36
）

日
本
基
督
教
協
議
会
事
業
部
・
キ
リ
ス
ト
教
大
事
典
編
集
委
員
会
『
キ
リ
ス
ト
教
大
事
典
』
教
文
館
、
改
訂
新
版
一
九
八
三
年
は
、province

を
管
区
、

diocese
を
教
区
、parish

を
教
会
区
と
訳
す
が
、
本
稿
で
は
そ
れ
ぞ
れ
、
大
主
教
区
、
主
教
区
、
教
区
の
訳
語
を
用
い
る
。

（
37
）

F.L
.C

ross
(ed.)

:The
O

xford
D

ictionary
ofthe

C
hristian

C
hurch

中diocese

の
項
。

（
38
）

E
.Stillingflee

t:The
U

nreasonableness
ofSeparation,p.244 .

（
39
）

Ibid.,pp.245 -262 .

（
40
）

Ibid.,p.264 .

（
41
）

Ibid.,pp.270 -271 .

（
42
）

E
.Stillingfleet:The

M
ischiefofSeparation,p.29 .R

.B
axter

:op.cit.,pp.36 -37 ,75 .

（
43
）

E
.Stillingfleet:The

U
nreasonableness

ofSeparation,pp.268 ,271 -284 ,310 -311 .

（
44
）

R
.B

axter
:op.cit.,p.8 .

（
45
）

E
.Stillingfleet:The

U
nreasonableness

ofSeparation,pp.299 -300 .

（
46
）

Ibid.,p.302 .

（
47
）

Ibid.,pp.299 ,301 .E
.Stillingfleet:The

M
ischiefofSeparation,p.25 .

（
48
）

E
.Stillingfleet:The

U
nreasonableness

ofSeparation,pp.280 -281 .

（
49
）

Ibid.,pp.81 ,82 ,86 ,88 ,122 ,134 ,307 ,309 -311 ,323 ,325 .R
.B

axter
:op.cit.,p.50 .J.O

w
en

:op.cit.,p.36 .

（
50
）

E
.Stillingfleet:The

U
nreasonableness

ofSeparation,p.197 .

（
51
）

Ibid.,pp.82 -83 .

（
52
）

E
.Stillingfleet:The

M
ischiefofSeparation,p.18 .V

.A
lsop

:op.cit.,p.29 .

（
53
）

E
.Stillingfleet:The

U
nreasonableness

ofSeparation,pp.302 -303 .

（
54
）

塚
田
理
、
前
掲
書
、
五
二
―
五
三
ペ
ー
ジ
。

（
55
）

E
.Stillingfleet:The

U
nreasonableness

ofSeparation,pp.vii,16 -17 ,182 ,184 -185 ,190 .
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（
56
）

Ibid.,pp.vii,xxviii,xliii,lii-liv,lxxxv.
（
57
）

Ibid.,pp.292 -293 .
（
58
）

Ibid.,pp.lxxxi,lxxxiv.




